
（特非）　日本オランウータン・リサーチセンター

マレーシア・ダナムバレイ保護区における
オランウータンの長期調査を基盤とした、
普及啓発と観光復興支援

 マレーシア活動地域

生息密度調査の回数 10 か月

ホームページ閲覧数 82,143 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

調査研究

つづける助成

1年目

活動内容と成果
2021年度は、現地スタッフがオランウータンの生息
密度と果実量の調査をほぼ毎月行い、個体数や食物
資源に大幅な変化がないことを確認できた。しかし、
新型コロナウイルスの影響により、今年度も、研究者
がマレーシアに渡航することはできなかった。海外
で活動できない分は、オンラインを使った普及活動
に切り替えて積極的に行った。ホームページでは、オ
ランウータンの情報提供や本の紹介、YouTubeによ
る動画を配信した。オンライン講演会は、NPO主催
によるバーチャル動物園ツアーやトークイベントな
どを計3回行った。課　題

ダナムバレイ地域に生息するオランウータンを、長
期生存可能な個体群として維持する。

目　標
地元の関連組織からの理解と協力を得ながら、ダナ
ムバレイ地域に生息するオランウータンの生息密度
を調べるモニタリング調査を毎月行う。
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オランウータンの大人メスオランウータンの大人メス

オンライン講演の裏方オンライン講演の裏方

ダナムバレイでは、外国人の渡航制限によってエコツアー事業が壊滅的なダメー
ジを受けた。その損害は、1～2年程度で元に戻れるものではない。今後は、オラン
ウータンの調査と平行して、現地の観光業を支援する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
保護区で働くスタッフが少なくな
り、生活のインフラ、例えば電気や
Wi-Fiなどの使用が大幅に制限され、
生活が不便になった。

■工夫した点
充電式の機材を使用したり、機材の
予備を増やすことで、対処した。今
後は、蓄電器などの購入を検討して
いる。

（一社）　Change Our Next Decade

生物多様性分野におけるユースの政策提言能
力強化と次世代ユース育成プログラムの実施

 日本全域活動地域

生物多様性サミットの
参加者数 50 人

SNSポストの投稿数 18 回

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 50 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

1年目

活動内容と成果
活動1では、政策提言セミナー（全8回・延べ45人参
加）の実施、生物多様性条約の関連会合への参加（全
4回、延べ17人参加）、SNSでの発信（18回）、政策提
言に関する用語集の作成などを行った。
活動2の次世代ユース育成では、次期生物多様性リー
ダー育成プログラム（全5回、延べ16人参加）を実施
した。また、新型コロナウイルスの影響で、対面での
プログラム開催ができなかったため、オンラインで
生物多様性サミット（50人参加）を実施し、生物多様
性について興味を持ってもらうきっかけづくりを
行った。課　題

①日本ユースの政策提言能力の向上
②次世代ユースの育成

目　標
日本人ユースの政策提言能力が強化され、生物多様
性分野にて主体的に活動を行うユースが増加し、人
と自然がより良い関係で共生できる社会の構築に寄
与する。
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生物多様性国家戦略小委員会における提言生物多様性国家戦略小委員会における提言

国際会議の議題などを解説した国際会議の議題などを解説した
SNSポストSNSポスト

今年度は、新型コロナウイルスの影響で国内外での活動を予定通り実施すること
ができなかった。来年度は社会情勢を判断しながら、少しずつフィールドでの活動
を増やしていき、次世代ユースの育成に取り組んでいきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
対面でのイベント開催や国際会議へ
の参加ができなかった。オンライン
プログラムやイベントの集客が見込
み数を大幅に下回った。

■工夫した点
国際会議の様子などを参加できない
方 に も 伝 わ る よ う に、SNSや
YouTubeなどを活用して発信した。

自
然
保
護
・
保
全
・
復
元

10


